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■どらやきドラマチックパーク米子
　【略称：どらドラパーク米子】　

「丸京製菓株式会社」

■ハピネライフケア文化広場
　「株式会社ハピネライフケア」

愛称が決まりました！
11月１日から実施した「東山運動公園」と
「美術館・図書館・憩の道エリア」のネー
ミングライツ。「どらドラパーク米子」と
「ハピネライフケア文化広場」の看板除幕
式が 11月に行なわれました。
平成24年３月31日までの３年５か月間、そ
れぞれの愛称をよろしくお願いします。



12月 １月
備　　　考26日

(金)
27日
(土)

28日
(日)

29日
(月)

30日
(火)

31日
(水)

１日
(木)

２日
(金)

３日
(土)

４日
(日)

５日
(月)

施
設
の
業
務

市役所（本庁・淀江支所） ○ 閉庁日 年末年始休日 閉庁日 ○ 死亡届などの戸籍届は、休み中でも宿直で受け付けます。

行政窓口サービスセンター ○ ○ ○ 年末年始休日 ○ ○
水道局 ○ 閉庁日 年末年始休日 閉庁日 ○ 新しく水道を使うとき、使用を止めるときなどは、休み中でも水道局宿直に届け出てください。■問い合わせ　水道局（☎３２－６１１１）

児童文化センター ○ ○ ○ 年末年始休日 ○ ○
米子水鳥公園 ○ ○ ○ ○ 年末休日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 開館時間は、平日午前８時～午後５時30分、土・日・祝日は午前７時～午後５時30分です。（元旦は午後５時まで）

ふれあいの里 ○ ○ ○ 年末年始休日 ○ ○
心身障害者福祉センター ○ ○ ○ 年末年始休日 ○ ○
図書館 ○ ○ 休館日 年末年始休日 ○ 休館日

西部広域火葬場「桜の苑」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 年始休日 ○ ○ ○

可
燃
ご
み

の
収
集
日

月・木コース ○ 年始休日 ○
不燃ごみ・資源物の収集
不燃ごみ・資源物の収集日は、『ごみ分別収集カレンダー』でご確認ください。
■問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）

火・金コース ○ ○ 年始休日

西原・宇田川 ○ 年始休日 ○
淀江 ○ ○ 年始休日

大和 ○ ○ 年始休日

ご
み
の

持
込
み

米子市クリーンセンター ○ ○ ○ ○ 年始休日 ○

ごみを持ち込めるのは午前８時30分～正午と午後１時～４時45分です。なお、10㎏あたり 190円の処理手数料が必要です。指定ごみ袋や
収集シールを使用して持ち込まれても、袋やシールの料金との相殺や返金はできませんのでご注意ください。袋を使用する場合は指定ご
み袋以外の透明または半透明の袋（旧袋やレジ袋など）を使用してください。また、袋に入らないものには収集シールを貼らずに持ち込
んでください。12月31日は一般搬入はできません。（年末の可燃ごみの特別収集をご利用ください。）
■問い合わせ　環境事業課（☎３０－０２７０）

西部広域リサイクルプラザ ○ 閉庁日 年末年始休日 閉庁日 ○ ■問い合わせ　リサイクルプラザ（☎６８－４０７１）

家電リサイクル料金が一部変更されました
家電リサイクル法に基づく家電４品目のうち、主要メーカーのエアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫を処分する際に
必要な「リサイクル料金」が、11月１日から一部変更されました。品目ごとの料金は次のとおりです。

なお、洗濯機については変更ありません。料金に変更のあったメーカーと品目は、「米子市のホームペー
ジ」でご覧いただけます。

エアコン

テレビ (ブラウン管式 ) 冷蔵庫・冷凍庫

小 大 小 大

画面サイズが
15型以下のもの

画面サイズが
16型以上のもの

内容積が 170リッ
トル以下のもの

内容積が 171リッ
トル以上のもの

旧料金 3,150円 2,835円 2,835円 4,830円 4,830円

新料金 2,625円 1,785円 2,835円 3,780円 4,830円

※料金は主要メーカーの税込み金額です。メーカーによって料金が異なる場合があります。
※一部のメーカーでは、料金の変更はありません。
■問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）
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西部広域リサイクルプラザ ○ 閉庁日 年末年始休日 閉庁日 ○ ■問い合わせ　リサイクルプラザ（☎６８－４０７１）

し尿くみ取り
し尿のくみ取りは、12月 30日（土）から１月４日（日）
まで休みます。
年末は申込みが殺到しますので、お早めに申し込みく
ださい。
※年末年始休業期間中に、緊急のし尿のくみ取りを依
頼されるときは、次の連絡先まで電話してください。

くみ取り業者名 連 絡 先

㈲米子清掃 ☎３３－１８２３

㈲みつわ衛生社 ☎２５－１０１３

㈲二宮清掃 ☎２８－７６２５

㈲いけまつ環境 ☎２２－７６２７

㈲かたぎや ☎２２－６３５６

㈲いづはら ☎２４－０５６８

㈲淀江清掃社 ☎５６－５５８０

■問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）

12月は「地球温暖化防止月間」
「大気汚染防止推進月間」です

冬は、暖房器具などの使用により、地球温暖化の原因
となる二酸化炭素や二酸化窒素などの大
気汚染物質の排出が多くなります。限り
あるエネルギーの有効利用に心がけ、暖
房器具や自動車の適正使用、節電に努め
ましょう。

油漏れに注意しましょう
冬は暖房器具への給油など油を扱う機会が多くなりま
す。機器や配管は定期的に点検し、給油中に現場を離
れないなど油漏れに十分注意しましょう。

▼事故のときの連絡先　消防署、河川管理者、または、
市役所環境政策課（２３－５２５７）



　

米
子
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
・

ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
役
所
庁
舎
内
や
各
公
民

館
な
ど
に
市
政
提
案
箱
を
設
置

し
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
市
長
に
ひ
と
こ
と
」
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
ご
み
・
環
境
、

ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
や
子
育
て

の
問
題
な
ど
272
件
の
貴
重
な
ご

意
見
・
ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な

も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課

（
☎
23
│
５
３
７
２
）

平成19年度　市政提案の状況
提 案 苦 情 問い合わせ 合計

行 政 一 般 63 16 10 89
生 活 ・ 環 境 38 19 10 67
福 祉・ 保 険・医 療 18 13 7 38
商 工 ・ 観 光 8 0 3 11
建 設 ・ 土 木 15 7 2 24
教育・文化・スポーツ 31 8 4 43
合 計 173 63 36 272

【
提
案
】

米
子
市
の
有
料
ゴ
ミ
袋
で
な
く
て

も
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】

ご
み
有
料
化
は
、
ご
み
減
量
化
の

一
層
の
推
進
、
ご
み
排
出
量
に
応

じ
た
費
用
負
担
の
公
平
性
・
平
等

性
の
確
保
、
ご
み
処
理
経
費
に
係

る
財
源
確
保
を
目
的
と
し
て
導
入

し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
無

料
の
買
物
袋
を
ご
み
袋
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
資
源
ご
み
の
持
出
し
の

際
に
は
、
透
明
又
は
半
透
明
の
買

物
袋
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
提
案
】

米
子
市
は
予
算
が
な
い
か
ら
各
地

域
包
括
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
減

ら
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
人
員
の
確
保
や
サ
ー

ビ
ス
低
下
、
利
用
者
の
不
便
さ
を

生
じ
て
い
る
。

【
回
答
】

米
子
市
で
は
、
高
齢
者
へ
の
総
合

相
談
支
援
を
重
視
し
、
圏
域
高
齢

者
約
1000
人
当
た
り
１
人
の
セ
ン

タ
ー
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
割
合
は
、
他
市
町
村
と
比
較

し
、高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
国
で
定
め
ら
れ
た

予
算
の
範
囲
内
で
、
社
会
福
祉
法

人
等
に
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す

が
、
ご
意
見
に
あ
り
ま
す
よ
う
な

予
算
の
減
額
は
行
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
費
は
、
介
護
予
防
の
プ
ラ
ン
代

収
入
が
前
年
度
に
比
べ
倍
増
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
収
支
状
況
が

大
幅
に
改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
高
齢
者
の
利

便
性
を
図
り
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
提
案
】

こ
の
春
よ
り
娘
が
小
学
校
に
入
学

し
ま
す
。

早
速
、
仲
良
し
学
級
の
申
し
込
み

を
し
ま
し
た
が
、
冬
休
み
、
春
休

み
は
仲
良
し
学
級
が
お
休
み
と
の

こ
と
。

改
善
で
き
る
点
が
あ
れ
ば
是
非
改

善
し
て
く
だ
さ
い
。



【
回
答
】

な
か
よ
し
学
級
で
は
、
小
学
校
の

長
期
休
み
に
つ
い
て
、
夏
休
み
の

み
開
級
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
冬
休
み
、
春
休
み
の
開

級
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
実
施

に
向
け
て
現
在
関
係
機
関
と
協
議

し
て
お
り
ま
す
。

実
現
す
れ
ば
、
早
急
に
保
護
者
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
考
え
で
お

り
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待

ち
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
平
成
19
年
度
か
ら
、
冬
休
み
と

春
休
み
の
期
間
も
開
級
い
た
し
ま

し
た
）

【
提
案
】

病
児
保
育
に
つ
い
て
で
す
が
、
米

子
市
に
は
、
現
在
、
ベ
ア
ー
ズ
保

育
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

時
々
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
市
中

心
部
に
も
、
も
う
１
か
所
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

安
心
し
、
子
供
を
育
て
や
す
い
、

住
み
よ
い
、
米
子
に
、
ぜ
ひ
、
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

【
回
答
】

米
子
市
で
は
次
代
を
担
う
子
ど
も

を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
の
行
動

指
針
と
し
て
、
平
成
17
年
３
月
に

「
よ
な
ご
っ
こ
未
来
応
援
プ
ラ
ン
」

（
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
）

を
策
定
し
、
平
成
21
年
ま
で
の
各

種
政
策
の
目
標
数
値
を
定
め
て
い

ま
す
。

こ
の
中
に
病
児
・
病
後
児
保
育
施

設
を
も
う
１
か
所
増
や
す
と
い
う

目
標
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
施
設
の
性
格
上
、
医
師
の

協
力
体
制
、
施
設
の
確
保
等
、
整

備
に
は
調
整
を
必
要
と
す
る
事
項

が
多
く
、
い
つ
増
や
す
と
い
う
こ

と
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
に
お
話

で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
検
討
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
平
成
20
年
度
か
ら
１
か
所
増
設

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
）

【
提
案
】

地
方
分
権
を
具
体
化
し
、
市
民
の

自
覚
と
行
政
の
担
う
役
割
を
よ
り

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、「
自

治
体
の
憲
法
」
で
あ
る
住
民
自
治

基
本
条
例
設
置
は
必
要
で
あ
る
。

【
回
答
】

住
民
自
治
基
本
条
例
の
設
置
に
つ

い
て
で
す
が
、
平
成
19
年
７
月
、

米
子
市
市
民
参
画
・
協
働
推
進
計

画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
の
中

で
自
治
基
本
条
例
を
平
成
20
年
度

を
目
途
に
策
定
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
準
備
作
業
に
着
手
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
提
案
】

市
職
員
の
人
数
は
今
よ
り
何
パ
ー

セ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
ぐ
ら
い
が
適
正

か
。

【
回
答
】

米
子
市
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に

「
米
子
市
定
員
適
正
化
計
画
」
を

定
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
57
人

（
６
％
）
以
上
を
削
減
し
、
919
人

か
ら
862
人
以
下
と
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年

度
ま
で
の
間
に
概
ね
15
％（
141
人
）

の
職
員
削
減
を
行
な
い
778
人
以
下

と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　【
提
案
】

米
子
市
出
身
の
学
生
で
す
。

新
聞
で
ヨ
ネ
ギ
ー
ズ
の
帽
子
、
ス

ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の
グ
ッ
ズ
の
記
事

を
見
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
商
品
化
し
て
い
た
だ
い
て

全
国
的
に
鳥
取
県
米
子
市
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

グ
ッ
ズ
販
売
の
ご
検
討
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ッ
ズ
の
デ

ザ
イ
ン
性
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
共
に

学
校
の
友
達
に
は
評
判
で
し
た
。

【
回
答
】

米
子
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
『
ヨ
ネ
ギ
ー
ズ
』
を

制
作
し
て
以
来
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
や
職
員
か
ら
提
案
を
い
た

だ
き
、
米
子
市
観
光
協
会
を
通

じ
て
数
多
く
の
業
者
の
皆
さ
ん

に
『
ヨ
ネ
ギ
ー
ズ
』
グ
ッ
ズ
の
商

品
化
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
本
日
ま
で
引

き
受
け
て
も
い
い
と
い
う
業
者
の

方
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。

引
続
き
、
商
品
化
し
て
い
た
だ
け

る
業
者
を
探
し
、
ぜ
ひ
と
も
実
現

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
『
ヨ
ネ
ギ
ー
ズ
』
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
20
年
度
か
ら
、
米
子
市
観

光
協
会
、
米
子
市
観
光
案
内
所
、

弓
ヶ
浜
荘
で
販
売
し
て
い
ま
す
）



　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
か
月

…
。
日
の
暮
れ
る
の
も
早
く
な

り
、
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
も
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
夕
暮
れ
時
は
、
帰

宅
す
る
車
な
ど
で
街
な
か
の
交
通

量
が
増
え
混
雑
し
ま
す
。
ま
た
、

買
い
物
帰
り
の
主
婦
や
、
学
生
な

ど
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
も

増
え
ま
す
。

　

ま
わ
り
が
暗
く
な
っ
て
く
る

と
、
早
く
帰
り
た
い
と
い
う
、
先

を
急
ぐ
心
理
が
働
き
、
安
全
確
認

が
甘
く
な
り
、
注
意
力
も
低
下
し

て
、
う
っ
か
り
し
が
ち
で
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
歩
行
者
な
ど
が
見
え

に
く
く
な
り
、
発
見
が
遅
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
歩
行
者
や
自
転
車
も
、
夜
光

反
射
材
を
つ
け
て
交
通
事
故
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
今

年
６
月
か
ら
道
路
交
通
法
が
改
正

さ
れ
、
自
転
車
の
歩
道
通
行
の
要

件
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
後
部
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。　

改
正
の
要
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
事
故
の
な
い
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

道
路
交
通
法
の
改
正
要
点

（
平
成
20
年
６
月
１
日
施
行
）

自
転
車
安
全
利
用
対
策

■
普
通
自
転
車
が
歩
道
を
通
行
で

き
る
場
合

▼
道
路
標
識
等
で
指
定
さ
れ
た

　

場
合

▼
70
歳
以
上
の
人
が
運
転
す
る

　

場
合

▼
13
歳
未
満
の
児
童
、
６
歳
未

　

満
の
幼
児
が
運
転
す
る
場
合

▼
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
が

　

運
転
す
る
場
合
（
身
体
障
害

　

者
福
祉
法
で
定
め
ら
れ
て
い

　

る
障
が
い
を
も
つ
者
）

▼
車
道
又
は
交
通
の
状
況
か
ら

　

見
て
や
む
を
得
な
い
場
合

・
道
路
工
事
や
連
続
し
た
駐
車

　

車
両
な
ど
の
た
め
に
車
道
を

　

通
行
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

　

合

・
車
道
の
交
通
量
が
多
く
、
か

　

つ
、
車
道
の
幅
が
狭
い
な
ど

　

の
た
め
に
、
自
動
車
と
接
触

　

す
る
危
険
が
あ
る
場
合

■
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
ル
ー

ル▼「
通
行
指
定
部
分
」が
あ
れ
ば
、

　

そ
の
部
分
を
通
行
す
る
。

▼
「
通
行
指
定
部
分
」
が
な
い

　

場
合
は
、
歩
道
の
車
道
寄
り

　

を
通
行
す
る
。

▼
す
ぐ
に
停
止
で
き
る
よ
う
な

　

速
度
（
徐
行
）
で
進
行
す
る
。

▼
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
そ
う

　

な
と
き
は
、
一
時
停
止
す
る
。

■
乗
用
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
努

力
義
務

児
童
（
13
歳
未
満
）・
幼
児
の

保
護
者
は
、
自
転
車
に
乗
車
す

る
児
童
・
幼
児
に
自
転
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
自
転
車
を
運
転
す
る
児

童･

幼
児
の
ほ
か
、
補
助
い
す

な
ど
で
自
転
車
に
同
乗
す
る
幼

児
を
含
み
ま
す
。）

被
害
軽
減
対
策

■
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
が
義
務
化

運
転
者
は
、
全
て
の
座
席
の
同

乗
者
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ま
た

は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
助
手
席
以
外
の
同
乗
者
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
は
、
高

速
道
路
、
自
動
車
専
用
道
路
で

の
み
違
反
点
数
１
点
）

そ
の
他
の
改
正

■
75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
に
つ

い
て
は
、
普
通
自
動
車
運
転
時
に

「
高
齢
運
転
者
標
識
」（
い
わ
ゆ
る

「
も
み
じ
マ
ー
ク
」）
の
表
示
が
義

務
化70

歳
～
74
歳
の
人
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
表
示
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
）

■
ワ
イ
ド
ミ
ラ
ー
の
使
用
を
条
件

に
聴
覚
障
害
者
の
普
通
免
許
取
得

可
能
と
「
聴
覚
障
害
者
標
識
」
の

表
示
義
務
化

■
「
高
齢
運
転
者
標
識
」、「
初
心

運
転
者
標
識
」、「
身
体
障
害
者
標

識
」の
ほ
か
、「
聴
覚
障
害
者
標
識
」

を
表
示
し
た
自
動
車
に
対
す
る
幅

寄
せ
や
割
込
み
の
禁
止

■
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課

（
☎
23
―
５
３
３
９
）



米子市の家計簿
（平成20年９月末現在）

米子市では、市の財政がどのように運営されているかをお知らせするために、財政状況を公表しています。
今回は、平成20年４月から９月までの財政状況を公表します。　　■問い合わせ　財政課（☎２３－５３２２）

【歳入】 予算額 収入済額 収入率 前年同期
市 税 195億 6,104万円 115億4,646万円 59.0％ 57.4％

国・県からの交付金等 190億9,328万円 91億4,933万円 47.9％ 46.1％
市の借入金 35億9,216万円 1億　810万円 3.0％ 0％

その他 76億1,738万円 17億3,331万円 22.8％ 23.6％
合 計 498億6,386万円 225億3,720万円 45.2％ 40.8％

【歳出】 予算額 支出済額 支出率 前年同期
民 生 費 155億4,690万円 61億     27万円 39.2％ 37.0％
公 債 費 88億8,893万円 39億     97万円 43.9％ 26.1％
総 務 費 78億1,015万円 31億9,861万円 41.0％ 33.2％
土 木 費 47億4,188万円 7億5,468万円 15.9％ 12.7％
商 工 費 44億6,618万円 37億4,541万円 83.9％ 85.8％
教 育 費 32億　682万円 13億2,170万円 41.2％ 34.9％
衛 生 費 31億7,708万円 10億1,664万円 32.0％ 30.3％
そ の 他 20億2,592万円 7億3,444万円 36.3％ 35.3％
合 計 498億6,386万円 207億7,272万円 41.7％ 35.8％

予算額 収入済額 収入率 前年同期 支出済額 支出率 前年同期
国 民 健 康 保 険 事 業 138億1,238万円 52億1,200万円 37.7％ 36.8％ 61億3,629万円 44.4％ 43.0％
南 公 園 事 業 681万円 3,141万円 461.2％ 449.3％ 125万円 18.4％ 14.3％
住 宅 資 金 貸 付 事 業 2億4,722万円 1,568万円 6.3％ 3.3％ 2億3,270万円 94.1％ 84.7％
土 地 取 得 事 業 1,543万円 0 円 0％ 0％ 771万円 50.0％ 0％
下 水 道 事 業 89億3,083万円 12億4,665万円 14.0％ 7.2％ 42億8,589万円 48.0％ 40.9％
高齢者住宅整備資金貸付事業 57万円 514万円 917.9％ 485.5％ 27万円 47.4％ 55.1％
老 人 保 健 事 業 15億3,461万円 12億3,177万円 80.3％ 43.0％ 15億1,502万円 98.7％ 46.3％
駐 車 場 事 業 6億3,135万円 3,729万円 5.9％ 6.2％ 5億1,780万円 82.0％ 80.7％
農 業 集 落 排 水 事 業 7億7,483万円 5,925万円 7.6％ 4.5％ 3億7,766万円 48.7％ 39.0％
流 通 業 務 団 地 整 備 事 業 39億5,978万円 2,240万円 0.6％ 19.3％ 37億1,486万円 93.8％ 81.6％
市 営 墓 地 整 備 事 業 9,846万円 1,012万円 10.3％ 18.6％ 7,395万円 75.1％ 34.1％
介 護 保 険 事 業 97億7,623万円 41億7,392万円 42.7％ 43.8％ 41億9,667万円 42.9％ 43.0％
市 営 墓 苑 事 業 145万円 291万円 200.7％ 5.5％ 14万円 9.7％ 0.1％
後 期 高 齢 者 医 療 15億5,940万円 5億　 102万円 32.1％ ― 4億7,844万円 30.7％ ―

市有財産の状況 市の借入金現在高 一時借入金の状況
（９月末現在）建 物 528,609 ㎡ 一般会計 699億1,763万円

土 地 7,831,384 ㎡ 特別会計 522億7,894万円 一般会計 46億円
有価証券 4億2,900万円 ※市民 1 人当たりの借入金

　（一般会計のみ） 468,560円
特別会計 30億円

基 金 16億8,943万円

水道事業会計 工業用水道事業会計
【予算の執行状況】　　　■問い合わせ　水道局（☎ 32 － 6111） 【予算の執行状況】　　■問い合わせ　商工課（☎ 23 ー 5219）

区分 予算額 執行額 執行率 前年同期 区分 予算額 執行額 執行率 前年同期
収益的
収 支

収入 35億1,220万円 17億2,161万円 49.0％ 48.1％ 収益的
収 支

収入 1,971万円 997万円 50.6％ 50.5%
支出 31億2,495万円 13億5,426万円 43.3％ 41.7% 支出 1,971万円 824万円 41.8％ 40.9%

資本的
収 支

収入 14億6,337万円 3億    504万円 20.8％ 14.8% 資本的
収 支

収入 1,000万円 500万円 50.0％ 50.0％
支出 30億1,140万円 9億3,906万円 31.2％ 36.2% 支出 0円 0円 0％ 0％

◆財政用語の解説◆
歳入…１年間に市に入ってくるすべて
の収入
歳出…１年間に市が行なうすべての支出
一般会計…市の収入や、市が行なう仕
事に必要な費用などのお金の処理をま
とめて行なうための会計
特別会計…国民健康保険事業や下水道
事業などのように、保険料や使用料な
どの収入で運営する事業について、そ
の事業に係るお金の流れを分かりやす
くするために、一般会計とは別に設け
られた会計
基金…特定の目的のために積み立てた
資金などのことで、一般家庭でいうと
貯金

【歳入・
歳出】

水道事業の平成20年９月末の給水人口は 18万9,075人、給水戸数は７万1,015戸でした。また、この半年間の配水量は 1,253
万6,578立法メートルで、前年同期に比べて 3.6％減少しました。
工業用水道事業のこの半年間の配水量は 32万9,400立方メートルでした。



住民税の住宅ローン控除を受けるためには毎年申告が必要です
■対象となる方　平成11年から平成18年までの間に入居し、次のいずれかに該当する方
　①税源移譲により所得税が減少する結果、住宅ローン控除可能額が所得税額を上回り、控除しきれなくなった方
　②住宅ローン控除可能額が所得税額より大きく、税源移譲前でも控除しきれなかったが、控除しきれない額が大きくなった方
■控除額〔平成21年度住民税住宅借入金等特別税額控除額〕

次のいずれか少ない金額

▼平成20年分の所得税の住宅ローン控除可能額

▼税源移譲前の税率で算出した平成20年分の所得税額
　　（住宅ローン控除前）

■手続きについて　対象となる方は平成21年３月16日までに申告が必要です。

　 ▼申告先   所得税の確定申告をされない方…源泉徴収票を添付して市役所課税課へ
　　　　　　所得税の確定申告をされる方…所得税の確定申告書とともに税務署へ
申告書（住宅借入金等特別税額控除申告書）は、１月から、市役所課税課・市役所淀江支所・米子税務署で配布します。

「米子市ホームページ」からもダウンロードできますのでご利用ください。

住民税や所得税等の申告相談を米子税務署と合同で実施します

▼とき　平成21年２月２日（月）～３月16日（月）　 ▼ところ　米子コンベンションセンター
■問い合わせ　課税課市民税係（☎２３－５１１４）、米子税務署（☎３２－４１２１）

電子申告のための住民基本台帳カードの取得はお早めに！
　確定申告の電子申告による税額控除に伴い、今年度の確定申告時期には、電子証明書付きの住民基本台帳カード（以下住
基カード）を取得される方が増え、市民課の窓口が大変混雑し、長時間お待たせすることが予想されます。住基カードの申
請はなるべくお早めに手続きをされるようおすすめします。
｢ 電子証明書 ｣ とは、インターネットを通じて国や地方の行政機関が行なう電子申請 ･ 届出などの行政サービスを受けるた
めに利用するものです。住基カードの取得と同時、または取得後に電子証明書発行の申請をされれば、住基カードに電子証
明書を記録することができます。
　住基カードの交付申請後に、郵送による本人照会を行ない、郵送された照会書を再度窓口にお持ちいただいた際に住基カー
ドを交付します。なお、運転免許証、パスポートなど官公署が発行した顔写真付きの身分証明書をお持ちの方は、即日交付
できます。住基カードと電子証明書の作成の所要時間は、合わせて約 40 分程度です。ただし、混雑時には時間がかかる場
合もありますので、日にちと時間に余裕を持って窓口へお越しください。

▼申請時に必要なもの　①認印（スタンプ印不可）　②住基カード交付手数料 500 円　③電子証明書交付手数料 500 円　④
写真付き住基カードを希望される方…「上半身、無帽、正面、無背景で６か月以内に撮影した縦 4.5 センチ × 横 3.5 セン
チの大きさ」の写真を１枚をご持参ください。（市役所での撮影も可能です。）
■問い合わせ　市民課窓口係　（☎２３－５１４４）

障害者控除対象者認定書を交付します
　障害者手帳等のない方でも、要介護の認定（要介護１～５の
方に限ります）を受けている 65 歳以上の方は、「障害者控除
対象者認定書」の交付を受けることができます。
　所得税、住民税の申告をする際にこの認定書を提示すると、

「障害者控除」として一定金額を所得から控除することができ
ます。また所得額によっては住民税非課税になります。
　本人、扶養控除対象者で「障害者控除対象者認定書」の交付
を受けたい方は、長寿社会課か淀江支所市民生活課に申請して
ください。
■問い合わせ　長寿社会課（☎２３―５１３６）　
　　　　　　　淀江支所市民生活課（☎５６―３１１３）

保険年金課からのお知らせ
　国民年金保険料を社会保険料控除として年末調整
や確定申告する場合に、一年間に納付した国民年金
保険料を証明する証明書の添付が義務付けられまし
た。
　11月上旬に、社会保険庁から国民年金保険料の納
付額を証明した控除証明書（ハガキ）を送付してお
りますので、大切に保管し、年末調整または確定申
告の手続きの際に使用してください。なお、後から
納付した保険料については、『領収証書』を添付して
いただくなどの必要があります。
■問い合わせ　保険年金課年金係（２３－５１４２）



米子市国民健康保険運営協議会委員募集
国民健康保険運営協議会は、保険料の率や給付内容など国民健康保険
事業の運営に関する重要事項を審議するための機関で、15人の委員で
構成されています。

▼募集人数　１人

▼応募資格　平成20年12月1日現在で、満20歳以上の米子市国民健康
　　　　　　保険の被保険者（加入者）

▼会 議　２時間程度の会議を、年２回程度開催します。

▼任 期　平成22年１月16日まで

▼応募方法　「国民健康保険制度について」の考えを 800字程度にまと
め、所定の応募申込書を同封のうえ、保険年金課（本庁舎１階）に直
接お持ちいただくか、郵送してください。
※ 応募申込書は保険年金課にあります。また、米子市ホームページか
らもダウンロードできます。

▼応募期限　19日（金） ※郵送の場合必着

▼選考方法　応募書類をもとに書類審査で選考します。

■応募・問い合わせ
　〒 683－8686　加茂町１－ 1 米子市役所　保険年金課保険係 
　（☎２３－５１２２　　E メール：hoken@yonago-city.jp） 

国民健康保険料の二重徴収に関するおわび
　平成20年度から、国民健康保険料を、国民年
金などの公的年金から天引き（特別徴収）する
制度が始まりました。この特別徴収をすること
ができる世帯からは、すでに 10月15日に年金
から天引きをさせていただいておりました。
　そのうち、１期（７月）から３期（９月）分を
口座振替で納付いただいていた世帯の方は、４
期（10月）から口座振替を行なわないこととし
ておりましたが、誤って 10月31日に口座振替
により二重に徴収しておりました。
　このような事態は、国民健康保険事業を運営
する保険者である本市として、決して起こして
はならないことであり、今回誤って徴収した被
保険者の方をはじめ、すべての被保険者の皆様
に対し、心からおわび申し上げます。
　対象となった方にはおわびの文書をお送り
し、二重に徴収した保険料を11月７日までに元
の口座へお返しいたしました。
　今後は、本市の国民健康保険事業に対する被
保険者皆様の信頼を回復すべく、職員一同、事
務処理に万全を期す所存でございますので、ご
理解いただきますよう、よろしくお願い申し上
げます。
平成20年12月１日

米子市長  野坂  康夫

封筒の広告主を募集
平成21年度に課税課で使用する封筒

の広告主を募集します。
■封筒の大きさ
　縦約12センチ、横約19センチ
■配布時期
　５月の固定資産税、軽自動車税、６月の
　市県民税の納税者に郵送します。
　（その後の納税通知書の発送にも使用）
■作成枚数　138,000枚
■広告の場所
　封筒の裏面を４分割して広告を掲載
■広告のサイズ
　枠縦約 5.5センチ、横約 7.5センチ
■広告掲載料　１枠あたり ･･･130,000 円
　　　　　　　（封筒作成時に一括払い）
■募集期間　１日（月）～ 19 日（金）
※広告の掲載基準などくわしくは、「米子市
ホームページ」に掲載しています。

■申込・問い合わせ
　課税課庶務係（☎２３－５１１１）墓地の使用者を募集します

●南公園墓地（所在地…石井490番地）　募集区画…９区画
区分 地区 面積（㎡） 募集数 使用料（円） 管理料（年 / 円）

返
還
霊
地

53A ６ ２ 210,000 2,520
59A ５ ２ 175,000 2,100
61A ５ ２ 175,000 2,100
A ５ ２ 175,000 2,100

新 A ８ １ 280,000 3,360
＊米子市以外に住所がある方は、使用料と管理料の額が２倍になります。

▼申込受付期間　８日（月）～ 12日（金）　（土・日は除く）

▼申込受付場所　維持管理課（本庁舎２階）
※電話での申込みは受付けません。郵送での申込みは県外に在住
の方のみです。

▼ 提出書類　霊地使用許可申請書・焼骨埋蔵場所困窮証明書（維
持管理課にあります）、申請者の住所を証明できる書類（免許証、
保険証等）または外国人登録原票記載事項証明書、印鑑
※焼骨をお持ちで使用を希望される方は、焼骨の埋蔵場所に困窮
していると認められた場合、優先となります。

●北公園墓地・淀江佐陀墓苑（随時募集）
○北公園墓地（彦名町6566番地）

区分 面積（㎡） 空き区画 使用料（円） 管理料（年 / 円）
霊地 ５ 70 525,000 4,200

○淀江佐陀墓苑（淀江町佐陀1451番地12）
区分 面積（㎡） 空き区画 使用料（円） 管理料（年 / 円）

霊地 7.5 55 600,000 1,000５ １ 440,000

▼申込資格　次のいずれかに該当する方
　米子市に住所がある方・米子市以外に住所がある方で、米子市
　に本籍がある方・米子市にあるお墓を移転しようとする方

■申込・問い合わせ　維持管理課（☎２３－５５２９）



　この作品は、終戦後の世の中が落ち着きを取り戻した頃、植田と妻、３男１女の家族６人が全員集合し、お気
に入りのおもちゃのピストルや自転車などを手に、近くの浜辺にくり出して制作されました。

　小高い丘のような砂浜を舞台に、目線より 50センチくらい
低く、５m程離れた距離から撮影。その際、足跡が残らないよう、
カメラの視界から外れたところを大回りで移動したそうです。
「砂丘は偉大なホリゾント」という植田の言葉があります。ホ
リゾントとはスタジオ撮影の背景用の幕のことで、山陰独特の
柔らかな午後の光によって、砂浜と薄曇りの空は同様の効果を
もたらし、距離感が消失した不思議な世界が出現しました。
　そして、作品の完成イメージを基に、白く広い空間に一人一
人にポーズを指示し、オブジェのように配置し表現された“群
像演出写真”として本作は高く評価されています。
　この作品は 12月23日（火・祝）まで開催中の常設展でご覧い
ただけます。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

　

和
田
町
の
松
本
京
子
さ
ん
（
当
時
29

歳
）
が
突
然
消
息
を
た
っ
て
か
ら
約
30

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

松
本
さ

ん
は
、
平

成
18
年
に

北
朝
鮮
当

局
に
よ
る

拉
致
被
害
者
と
し
て
政
府
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
消
息
不
明
で
、
一

日
も
早
い
解
決
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
で
は
、
こ
の
ほ
か
２
人
の
方

が
拉
致
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

＊　

＊　

＊

　

拉
致
は
、
人
が
安
心
し
て
自
由
に
生

き
る
権
利
を
奪
う
重
大
な
人
権
侵
害
で

す
。
被
害
者
自
身
に
と
っ
て
も
、
帰
り

を
待
ち
続
け
て
い
る
ご
家
族
に
と
っ
て

も
、
長
く
つ
ら
い
年
月
を
強
い
て
い
る

の
で
す
。

　

政
府
は
、
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の

生
還
を
実
現
す
べ
く
、
全
力
で
取
り
組

む
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。
米
子
市
も

国
に
拉
致
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
要
望

し
た
り
、
帰
国
が
実
現
し
た
際
の
受
け

入
れ
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
取
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

問
題
解
決
を
願
う
多
く
の
声
が
政

府
を
後
押
し
し
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
松
本
京
子
さ

ん
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
拉
致
被
害

者
が
、
帰
郷
で
き
る
こ
と
を
願
い
、

拉
致
問
題
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
に

刻
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

12
月
10
日
～
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

米
子
市
で
は
次
の
取
組
み
を
し
ま
す
。

▼
パ
ネ
ル
展
示

日
時　

10
日
㈬
～
16
日
㈫
（
土
・
日
除
く
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル

▼
啓
発
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
の
貸
出
し

拉
致
被
害
者
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
を
描
い

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
25
分
）
を
、
米
子
市
人
権

情
報
セ
ン
タ
ー
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

貸
出
し
は
無
料
で
す
。

館
内
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）



　

行
政
相
談

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

２
日
㈫
、
22
日
㈪

　
　
　
　

１
月
６
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈬
、
１
月
13
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

子
ど
も
の
人
権
相
談
所

家
族
か
ら
の
暴
力
や
友
人
か
ら
の
い
じ

め
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
相
談
を
「
子

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
」が
受
け
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
保
護
者
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

と

き　

26
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

明
道
公
民
館
（
東
町
）

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子

支
局
（
☎
22
―
６
１
６
１
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
１
件
に
つ
き
30
分
。
要

予
約
。

と

き　

17
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
月
以
降
に

つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約

鳥
取
県
西
部
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
34
―
２
６
４
８
）

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

▼
心
配
ご
と
相
談

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、
相
談
員
（
民
生
委
員
）
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
予
約
不
要
で
、無
料
で
す
。

と

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
１
階

▼
法
律
相
談

法
律
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
人
30
分
。

と

き　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
１
階

※
法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午

後
３
時
に
、
☎
22
―
７
８
３
０
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
米
子

法
律
に
関
す
る
困
り
ご
と
、多
重
債
務
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
、
交
通
事
故
な

ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
１
人
30
分
。

要
予
約
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
、
鳥
取
県
弁
護
士
会
米
子
支
部
（
☎

23
―
５
７
１
０
）ま
で
。
30
分
…
5,000
円
。

た
だ
し
、
多
重
債
務
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、

サ
ラ
金
の
相
談
は
無
料
で
す
。

と

き　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
～
７
時

と
こ
ろ　
「
米
子
天
満
屋
」
５
階

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
弁
護
士
会
米
子

支
部
（
☎
23
―
５
７
１
０
）

　

行
政
書
士
無
料
相
談
会

遺
産
相
談
、
成
年
後
見
、
離
婚
、
悪
徳

商
法
被
害
、
交
通
事
故
な
ど
、
行
政
書

士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

12
月
13
日
㈯
、
１
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

※
２
月
以
降
は
毎
月
第
１
土
曜
日
に
開

く
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
　「
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
」
４
階

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事

務
局
（
０
８
５
７
―
24
―
２
７
４
４
）

　

農
地
相
談

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と

き　

18
日
㈭

●
市
役
所
本
庁
４
０
２
会
議
室（
４
階
）

　

午
前
10
時
～
正
午

●
米
子
市
淀
江
支
所

　

午
後
２
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23
―
５
２
７
７
）

お買い物、訪問販売のトラブル
や架空請求など、消費生活に関
するご相談をお受けしています。

▼相談時間
　平日午前８時30分～午後５時

▼ところ　市役所本庁舎４階
■問い合わせ
　米子市消費生活相談室
　（☎３５ー６５６６）



　

農
業
委
員
会
委
員

　

選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
１
月

１
日
現
在
で
調
製
し
ま
す
。

申
請
期
限
は
１
月
10
日
㈯
で
す
。

各
公
民
館
、
農
事
実
行
組
合
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
登
録
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
た

と
え
資
格
が
あ
っ
て
も
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
の
有
権
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
す
る
方

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
元
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
す
。

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
方
と
、
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

同
居
の
親
族
の
配
偶
者
で
、
年
間
耕
作

従
事
日
数
が
60
日
以
上
の
方

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
（
組
合
員
、

株
主
な
ど
）
で
、
年
間
耕
作
従
事
日
数

が
60
日
以
上
の
方

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）　

　

新
春
を
迎
え　

新
年
の
つ
ど
い

平
成
21
年
の
新
春
を
迎
え
、｢

新
年
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

き　

１
月
５
日
㈪
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

米
子
全
日
空
ホ
テ
ル

会

費　

1,000
円

申
込
期
間　

１
日
㈪
～
16
日
㈫

申
込
用
紙
は
、
総
務
管
財
課
（
本
庁
舎

３
階
）
に
あ
り
ま
す
。

※
電
話
受
付
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

総
務
管
財
課
（
☎
23
―
５
３
３
１
）

　

自
衛
官

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
２
等
陸
・
海
・
空
士

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）
か
、
市
役
所

総
務
管
財
課
（
☎
23
―
５
３
３
１
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

第
６
回
「
ぺ
ら
っ
と
ハ
ン
グ
ル
・
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場
者
募
集

と

き　

平
成
21
年
３
月
１
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
１
会
議
室

　
　
　
　
（
本
庁
舎
４
階
）

対

象　

米
子
市
ま
た
は
鳥
取
県
西
部

地
域
に
お
住
ま
い
か
、
勤
務
し
て
い
る

方
で
、
韓
国･

朝
鮮
語
を
学
ん
で
い
る

方
（
韓
国
在
住
経
験
３
ヵ
月
以
上
の
方

を
除
く
）

テ
ー
マ
・
発
表
時
間

身
近
な
国
際
交
流
、
私

の
韓
国
旅
行
、
外
国
人

に
紹
介
し
た
い
日
本
の

文
化
、
姉
妹
都
市
と
の

交
流
な
ど
国
際
理
解
・

交
流
に
関
す
る
事
柄
を
５
分
以
内
に
ま

と
め
て
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

表

彰　

最
優
秀
賞
１
名
（
米
子
―
ソ

ウ
ル
便
往
復
航
空
券
）
ほ
か
各
賞

申
込
締
切　

平
成
21
年
１
月
30
日
㈮

※
郵
送
に
つ
い
て
は
当
日
消
印
有
効

総
合
政
策
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
、
ス

ピ
ー
チ
文
（
韓
国･

朝
鮮
語
文
と
日
本

語
文
）
を
添
え
て
、
総
合
政
策
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
可
）

申
込
先

▼
郵
送
…
683
―
８
６
８
６　

米
子
市
加

茂
町
１
―
１　

市
役
所
総
合
政
策
課

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
23
―
５
３
９
２

※
申
込
用
紙
は
「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

健
康
づ
く
り
教
室

　
「
よ
な
GO
体
力
測
定
会
」

握
力
、
柔
軟
性
、
バ

ラ
ン
ス
な
ど
の
体
力

測
定
で
、
体
力
年
齢

を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
身
体
機
能

の
維
持
・
向
上
の
た

め
に
、
自
宅
で
も
で

き
る
簡
単
な
体
操
や
、よ
な　
　

体
操
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も
行
な
い
ま
す
。

と

き　

16
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

就
将
公
民
館

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
下

の
方
も
参
加
可
）

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
申
込
不
要
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）



　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

「
生
活
に
役
立
つ
情
報
技
術
」
シ
リ
ー

ズ
②
　
テ
ー
マ
「
携
帯
電
話 

～
光
と

影
と
、
上
手
な
つ
き
合
い
方
～
」

講

師　

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

教
授

　
　
　
　

秦は
た
の野

諭さ
と
み示

さ
ん

と

き　

13
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
「
本
の
学
校
」（
新
開
二
丁
目
）

※
講
座
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
環
境
大
学
企
画
交

流
課 

☎
０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
９
・

Ｅ
メ
ー
ル
…kouryu@

kankyo-u.ac.jp

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

14
日
㈰
午
前
８
時
30
分
・
米
子
市
役
所

集
合
、
行
き
先
…
宗
形
神
社
ほ
か
（
行

程
約
８
km
）、
正
午
解
散
予
定

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　

資
格
認
定
試
験
・
更
新
講
習

▼
資
格
認
定
試
験

受
験
案
内
配
布
・
申
込
受
付
場
所

市
役
所
下
水
道
整
備
課
（
内
町
）

試
験
日　

平
成
21
年
２
月
15
日
㈰

受
付
期
間

平
成
21
年
１
月
６
日
㈫
～
16
日
㈮

（
土･

日
・
祝
日
を
除
く
）

会

場　

米
子
産
業
体
育
館

▼
更
新
講
習

対

象　

有
効
期
間
が
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
の
方

受
付
場
所　

下
水
道
整
備
課

受
付
期
間

平
成
21
年
１
月
26
日
㈪
～
２
月
６
日
㈮

（
土･
日
を
除
く
）

申
込
用
紙
は
本
人
宛
郵
送
し
ま
す
。

実
施
日　

平
成
21
年
３
月
15
日
㈰

会

場　

倉
吉
未
来
中
心

※
く
わ
し
く
は
、
下
水
道
整
備
課
（
☎

34
―
１
３
８
７
）
ま
で

て
別
途
500
円
必
要
で
す
。

募
集
人
員
　
25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
12
日
㈮
午
前
8
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

旅
行
の
た
め
の
韓
国
語
講
座

旅
行
に
役
立
つ
韓
国
の
言
葉
や
文
化
な

ど
の
紹
介
を
通
し
、
韓
国
へ
の
理
解
を

深
め
る
講
座
で
す
。

と

き　

１
月
８
日
㈭
～
３
月
５
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

（
全
８
回　

原
則
と
し
て
木
曜
日
）

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
２
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
韓
国

に
対
し
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
（
た
だ

し
、
市
が
今
年
度
実
施
し
た
韓
国
語
講

座
の
受
講
生
は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

柳リ
ュ
ウ　

潤ユ
ン　

慶
キ
ョ
ン

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
資
料
代
と
し

て
別
途
1,000
円
必
要
で
す
。

※
16
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

が
い
な
み
っ
く
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

最
近
よ
く
つ
ま
ず
い
た
り
、
立
ち
上
が

り
に
く
く
な
っ
た
な
ど
の
症
状
が
あ
る

方
、
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
で
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
水
中
運
動
な
ど
を
行
な

い
ま
す
。
運
動
の
楽
し
さ
や
効
果
を
体

感
し
、運
動
習
慣
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

期
間
は
３
か
月
間
で
、
週
２
回
ま
で
ご

利
用
で
き
ま
す
。

対

象
　
65
歳
以
上
で
、
米
子
市
の
健

康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
方

利
用
料　

一
回
あ
た
り
150
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
５
５
）

　

中
国
語
初
級
講
座

旅
行
で
の
基
礎
的
な
会
話
を
中
心
と
し

た
中
国
語
初
級
講
座
で
す
。

と

き　

１
月
６
日
㈫
～
３
月
３
日
㈫

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時

（
全
８
回　

原
則
と
し
て
火
曜
日
）

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
２
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
中
国

語
の
発
音
（
ピ
ン
イ
ン
・
四
声
）
が
で

き
る
方

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

夏シ
ャ　

霊リ
ン

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
資
料
代
と
し

第45回

米子市正月マラソン大会

▼とき　平成21年１月１日（木）
　　　　午前９時受付（９時40分開会式）
　　　　午前10時スタート

▼発着　どらドラパーク米子　東山陸上競技場
※各公民館、小中学校にある申込書でお申し
込みください。また、「米子市ホームページ」
からもダウンロードできます。ＦＡＸ、当日
受付可。
■申込・問い合わせ
　体育課（☎２３－５４２６）



この番組は昔の芝居小屋の雰囲気さながらに、地元の方々にも舞台に登場していただき、
客席の皆さんとのふれあいやトークをお楽しみいただく視聴者参加型番組です。
入場は無料ですが入場整理券が必要です。観覧をご希望の方は、下記の要領でお申し込みください。

▼と き　平成21年１月27日（火）　開演／午後６時～９時（開場／午後５時）

▼ところ　米子市公会堂

▼出 演　梅沢 富美男、前川 清、梅沢劇団、米子市のみなさん 　　 ▼ゲスト　小林 幸子

▼申込方法　往復はがき（１枚で２名入場可）の往信裏面に①郵便番号②住所③名前④電話番号と、
返信表面に①郵便番号②住所③名前を書いてお申し込みください。
※１歳以上のお子様から整理券が必要です。
※申し込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。当落の結果の発送は、１月上旬ごろの予定です。

▼申込先　〒 683－0812　米子市角盤町２－ 61　米子市公会堂　「ＢＳふるさと皆様劇場」係

▼申込締切　12月20日（土）必着

▼放送予定　平成21年３月６日（金）午後９時～ 10時19分〔NHK 衛星第２放送〕
■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３６）・米子市公会堂（☎２２－３２３６）

中海市長会からのお知らせ

イメージキャラクター募集！
中海市長会では、圏域内で活動する団体や住民のみな
さんと、より一層、連携を図るため、中海圏域を代表
するイメージキャラクターを募集します。
■作成方法　手書きまたはデジタルデザイン
■応募資格　だれでも応募できます。
■応募点数　応募１点につき１作品としますが、１人
何点でも応募できます。
■応募方法　「応募用紙」、「CD － R」を郵送するか、
直接窓口まで提出して下さい。

▼提出先　〒 690－8540　松江市末次町86　
　　　　　松江市役所内　中海市長会事務局
　　　　　「中海市長会キャラクター募集」係
■応募締切　平成21年１月15日（木）
　　　　　　午後５時15分必着
■審査・表彰

▼審査基準　中海圏域のイメージを明確に表現し、
親しみやすく、独創性に優れたデザインであるこ
と。着ぐるみやグッズの作成ができるものである
こと。

▼表彰　「グランプリ」１点　賞状の授与、副賞「現
金５万円と特産品５万円相当」

「優秀賞」２点　賞状の授与、副賞「現金５千円」
※くわしくは、「中海市長会ホームページ」をご覧く
　ださい。
　http://www.city.matsue.simane.jp/nakaumi/
■問い合わせ　中海市長会事務局（担当：勝部、寺本）
　☎ 0852-55-5832
　E メール…nakaumi4@city.matsue.lg.jp

11月６日に「環境美化関係表彰式」が執り行なわれ、地域の環
境美化に功労のあった４人と８団体の皆さんに環境美化活動奨
励として感謝状が贈呈されました。順不同・敬称略

▼環境美化活動奨励
【個人】　橋本富房（大篠津町）　神野　勇 （四日市町）
　　　　長谷川玲子（内町）　福田　暉（淀江町）
【団体】　水貫川をよくする会 （福生東）
　　　　盤川・野本川の美化を推進する会（県）
　　　　御建長寿会（河崎）
　　　　尚徳地区更生保護女性会 （尚徳）
　　　　加茂公民館総務部 （加茂）
　　　　ボランティアロード大高（大高）
　　　　北尾自治会（淀江）
　　　　亀甲環境保全会（淀江）

中心市街地活性化基本計画が
認定されました

中心市街地の活性化を図るための方針や施策、事業などを取
りまとめ、10月８日付けで内閣総理大臣へ認定申請しました

「米子市中心市街地活性化基
本計画」が、11月 11日付
けで認定されました。これ
により、国の様々な支援策
を活用することができます。
この計画の内容については、
次回の「広報よなご」でくわしくお知らせします。

▼問い合わせ
　総合政策課中心市街地活性化推進室（☎２３－５３５６）



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

上 福 原
住 宅

皆生温泉
四 丁 目

54R1 102 中層耐火
５ 階 建 3DK 16,000

～ 26,500 S54
（老人等優先入居）

富 益
住 宅 大 崎 58R1 303 中層耐火

４ 階 建 3DK 16,800
～ 27,800 S58

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方。
●現に住宅に困窮していることが明らかな方。
●米子市税などに滞納がない方。
●暴力団員でないこと
■老人等優先入居
60歳以上の方、心身障がい者の方は、優先入居（応募者数が
複数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件があ
りますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　１日（月）～９日（火）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　12日（金）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　１月１日（木）
次回の市営住宅入居者募集期間は１月６日～ 15日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。上記市営住宅に
比べ収入基準が高く、月収 20万円から 60万1,000円ま
での世帯が対象となります。特定公共賃貸住宅につい
てのお問い合わせは、随時受け付けています。

自主防災組織を結成しませんか
大規模な災害が発生した初期では、防災関係機関による
災害活動を、市内全域で一斉に行なう事が困難な状態に
なると考えられます。
そのため、地域の皆様方が相互に助け合って被害を最小
限に食い止める事が必要になってきます。
実際に平成７年の阪神淡路大震災では生き埋めや、建物
等に閉じ込められた人のうち約 95％は、自力または家族
や友人に救助されています。
その必要性から、自分たちの地域は自分たちで守るとい
う ､ 地域住民の自主的な意思に基づいて結成された組織
を自主防災組織といいます。
まだ、自主防災組織を結成していない自治会などで、結
成を考えてみられてはいかがでしょうか。
新規結成に関すること、また結成後の活動等に関するこ
となど自主防災組織に関する相談事があれば米子市防災
安全課まで気軽にご連絡ください。
また、米子市に登録された自主防災組織を対象として、
次の補助金制度を設けています。

▼自主防災組織の新規結成時に補助金を交付
１団体あたりの補助金額＝ 30,000円＋ 200円×世帯数

▼結成後の自主防災組織の活動費などについて一部補助
金を交付
①自主防災組織が独自に防災訓練や講習会等を実施した
場合、一回につき１万円を上限として、年間３回まで補助。
②自主防災組織が災害時に備え必要な防災資機材等を整
備する場合、防災資機材等の購入に要する額の１/ ２に
相当する額で５万円を上限として、年間１回に限り補助。
■問い合わせ　防災安全課（☎２３－５３３７）

宝くじ助成事業で整備しました
（財）自治総合センター所管

自主防災組織育成事業として、市内の自主防災組織２団
体に、発電機、投光機、袢天（火の用心）など各種の防
災資機材を配備しました。

 　 
■問い合わせ　防災安全課（☎２３－５３３７）

☆『映像』「ふるさと米子　刻まれた歳月」(DVD60分 )
　映像で綴る米子の歴史です。大昔から今日まで、先人たちがどのようにして今日の米子を築いてきたか、
　お年寄りから子どもまで家族みんなで、米子の未来を語り合ったらいかがでしょう。
☆『絵図補遺』(A４判100ページ・カラー印刷）
　内容は米子城絵図、町絵図、村絵図、屋敷図など
※予約申込　平成21年１月末日まで（予約特価 6,000円(税込)。２月以降は 8,400円（税込）。
■問い合わせ　米子市立図書館図書納入組合（☎３２－１５５１）
■予約取扱書店　油屋書店、今井書店、杉島書店、すずや書店、ひらおか書店、米子書店
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米子がいな万灯振興会
理事長 高橋幸男

250年の伝統と歴史を積
み重ねてきた「国・重要
無形民俗文化財」の秋田
市竿燈会。秋の風を受け
てソウルの大空に軽やか
に蝶が舞う。品格と技の
花が咲く。
その秋田竿燈と米子がい
な万灯の競演の機会。夢
想だにしなかった出来
事。６基の稲穂の灯りが、
冷気を増してきたソウル

の夜に揺らぐ。２基の竿燈が万灯を抱く。今日のため
に、新しい装いとなった「がいな万灯」。上下に吊る
した梨地の４つの提灯、「米子」の二文字が慎ましく
従う。まさに感動、万感の想いが胸の中を流れる。
この晴れやかな場は、「日韓交流おまつり」のスタッ
フの方々の並々ならぬ情熱。そして秋田竿燈会藤田会
長さんをはじめ役員、市民の方々の広く、大きな心の
お陰だと思います。
韓国の神様は、高きの極みから降りてくるといいます。
米づくり文化のシンボル竿燈、万灯の竿先から神の降
臨。その下で支えるのは人。神と人との合体。韓国を
通して大陸からの文化は、日本で醸成し、また海を渡
り生まれた故郷へ還る。
日韓の文化交流の輪
の中に、「米子がいな
万灯」が親である「秋
田竿燈」とともに、
ささやかな灯りを印
せたことは歴史的な
一歩を踏み出した意
義ある出来事だと思
います。あらためて文化を創造すること、伝えること、
交流の場をつないでゆくことの大切さを学びました。
貴重な体験の場を与えていただいたことに深謝いたし
ますとともに、「米子がいな万灯」の末永い発展を望
むものです。

鷲見三郎顕彰事業
「米子ユースオーケストラ」参加募集
来年、没後25年を迎える世界的に著名なヴァイオリン教育者で
あり、米子市尾高町出身の鷲見三郎。その鷲見三郎顕彰事業と
して毎年開催している「米子
ユースオーケストラ演奏会」の
参加者を募集します。演奏団体・
学校の枠を越え合同で練習し、
一緒に演奏会の舞台に立ってみ
ませんか。参加は無料です。

▼対象　小学生から大学生まで約 90人

▼楽器　弦楽器・管楽器・打楽器

▼曲目　リムスキー・コルサコフ作曲「スペイン奇想曲」　ほか

▼合同練習　平成21年２月21日（土）、3月8日（日）・15日（日）・
　　　　　　21日（土）・22日（日）・28日（土）

▼演奏会　平成21年３月29日（日）午後２時開演

▼会場　米子市文化ホール　メインホール

▼応募締切　平成21年1月31日（土）まで
■応募方法など、くわしくは米子市文化ホール（☎３５－
４１７１）までお問い合わせください。

「～もうすぐクリスマス～
　ジョイフルコンサート」

今回の出演はハンドベル " クレエ " とアクエリアス弦楽四重奏
団です。天使の歌声と呼ばれるハンドベルと、弦が奏でる素敵
なハーモニーが皆様をお待ちしています。ぜひ、「虹のひろば」
へお越しください。入場無料です。

▼と き　３日（水）　午後７時開演

▼ところ　米子市公会堂大ホールロビー

▼問い合わせ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

公会堂の１年前初日予約方法が変わります 
米子市公会堂の、１年前初日予約受付は平成22年１月申込分よ
り文化ホールで合同で行ないます。初日申込を希望される方は、
使用希望日の１年前の同じ月の初日（火曜日と年末年始の休館日
の場合は翌開館日）の午前８時30分から午前９時までに文化ホー
ルにお越しください。

▼開 始 日　平成21年１月４日（日）

▼問い合わせ　公会堂 (☎２２－３２３６)
　　　　　　　文化ホール (☎３５－４１７１)
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お子さんの予防接種

◆結核予防接種（BCG）◆
生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子
健康手帳がないと受けられません。「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んできてください。体
温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H20年８月28日～９月11日生 12月11日（木）
H20年９月12日～９月25日生 12月25日（木）
H20年９月26日～10月15日生 １月 15日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種
を受けていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H20年１月生 １回目の接種を
受けていない方
は、下記の日程
で１回目、２回
目を受けてくだ
さい。

12月10日（水）

H20年２月生 21年１月14日（水）

H20年３月生 21年２月10日（火）

H20年４月生 12月24日（水） 21年３月11日（水）

H20年５月生 １月 28日（水） 21年４月以降予定

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。６週間以上の間隔をおいて２回飲みま
す。間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
かまいません。

健診はおすみですか？
おとなの健診は12月末まで

がん検診、特定健診・後期高齢者の健診は12月末までです。
がんや生活習慣病などの早期発見と、健康づくりに役立てていただ
くために、年 1回の定期健診を受けましょう。
◆受診券がないと健診は受けられません。届いてない方で健診を希
望の方はご連絡ください。
◆ 20歳から 29歳で、子宮がん検診を希望の方は受診券をお送りし
ますのでご連絡ください。

休日や夜間に急病、けがをしたら ･･･
まずはかかりつけ医にご相談してください。かかりつけの先生がご
不在の場合は、米子市急患診療所で内科・小児科の診療を行なって
いますので、ご利用ください。また、他の診療科は救急輪番病院が
あります。当番病院は新聞でお知らせしています。
救急医療体制は、傷病の程度により一次救急、二次救急、三次救急
に分かれ、それぞれ担当する医療機関が異なります。

かかりつけ医に相談

米子市急患診療所 一次救急…入院を必要としない医療

救急輪番病院 二次救急…入院、手術を必要とする医療

救命救急センター
（鳥大医学部附属病院内）

三次救急…重篤な疾患や高度な処置を必要とする医療

重篤な患者を受け入れる救命救急センターの救急外来の受診患者は
年ごとに増加しています。平成19年度は 12,965名の方が治療を受
けておられますが、86.7％は入院の必要のない軽症者で占められて
おり、緊急を要する重篤な患者の受入に支障をきたす状態となって
います。軽症で、急を要さない場合は、米子市急患診療所、救急輪
番病院をご利用ください。

～休日の歯科診療～
◆鳥取県西部歯科保健センター　☎３３－３８６４
（両三柳 104番地１　鳥取県西部歯科医師会館内）
診 療 日 日曜、祝日、12月30日～１月３日、８月13日～８月15日
診療時間 午前９時～午後３時

◆米子市急患診療所（内科・小児科）　☎３４－６２５３
（久米町 136番地　鳥取県西部医師会館内）
診 療 日 毎日

診療時間
午後７時～午後10時
※日曜、祝日、12月31日～１月３日は午前９時～午後10時
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２
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３
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２
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児
無
料
、
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円
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曜

日
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料
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高
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生
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上
300
円
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付
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３
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時
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分
か
ら
は
０
～
１
歳
半
、
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時
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分
か
ら
は
１
歳
以
上
対
象
。

◆
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リ
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ー
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ブ
活
動
発
表
会
）」（
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ン
ド
ベ

ル
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芸
・
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ラ
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ー
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７
日
㈰
午
後
２
時
40
分
～
３
時
20

分
、
対
象
・
幼
児
～
大
人
、
無
料
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や

14
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
と
午

後
２
時
30
分
～
３
時
10
分
。
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。対
象
・

幼
児
～
大
人
。

◆
「
ス
ノ
ー
マ
ン 

コ
ル
ク
ボ
ー
ド
」
作
り

14
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
、
対
象
・

小
中
学
生
、
定
員
15
人
、
材
料
費
500

円
、
電
話
受
付
中
。

◆
大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会

17
日
㈬
午
後
２
～
４
時
、
大
人
対
象

◆
ク
リ
ス
マ
ス
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

20
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
、
お

は
な
し
、
絵
本
、
手
あ
そ
び
な
ど
。

対
象
・
幼
児
～
大
人

◆
し
め
縄
教
室

27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
、
対
象
・

小
中
学
生(

保
護
者
同
伴
可)
、
小

３
以
下
保
護
者
同
伴
、
定
員
30
人
、

材
料
費
400
円
６
日
㈯
か
ら
電
話
受
付

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク

毎
週
日
曜
日
・
午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分
。
屋
外
の
冒
険
遊
び
場
を
開

園
し
て
い
ま
す
。
14
日
㈰
「
こ
ま
回

し
大
会
」、
28
日
㈰
「
ベ
ー
ゴ
マ
大

会
」、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
受

付
、
対
象
・
幼
児
～
大
人
。

21
日
㈰
餅
つ
き
大
会
、
午
前
11
時
～

材
料
が
な
く
な
る
ま
で
。参
加
自
由
、

参
加
費
１
人
100
円
（
も
ち
２
個
）。

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業

作
っ
て
遊
ぶ
工
作
、
将
棋
、
こ
ま
、

ベ
イ
ゴ
マ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
『
お
お
ぞ
ら
号
』
に
満
載
し
て

ご
希
望
の
場
所
に
出
掛
け
ま
す
。
対

象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日
　
２
日
、
９
日
、

16
日
、
24
日
、
25
日
、
年
末
年
始
休

館
は
29
日
～
１
月
３
日

●
セ
ン
タ
ー
前
の
道
路
は
駐
車
禁
止

で
す
。
路
上
駐
車
し
な
い
よ
う
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
開
館
日
は
、
施
設
の
使
用
申
請
が

あ
れ
ば
有
料
で
午
後
10
時
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
自
然
観
察
会

　
「
ト
モ
エ
ガ
モ
を
観
よ
う
！
」

13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
・
申
込
不
要
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
集
合
：
水
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
水
鳥
の
絵
を
描
く
会
Ⅰ

23
日
㈫
㈷
午
前
９
時
～
正
午
・
小
学

生
対
象
先
着
15
人
・
要
予
約
。
参

加
無
料
・
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
自
然
観
察
会

　
「
初
日
の
出
！
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
観

察
会
」

１
月
１
日
㈭
午
前
７
時
～
８
時
・
申

施設の催し

米
子
水
鳥
公
園

有

料

広

告

込
不
要
・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
集
合
：
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

◆
水
鳥
の
絵
を
描
く
会
Ⅱ

１
月
４
日
㈰
㈷
午
前
９
時
～
正
午
・

小
学
生
対
象
先
着
15
人
・
要
予
約
。

参
加
無
料
・
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
フ
ェ
ザ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
展
「
あ
な

た
に
も
作
れ
る
！
フ
ェ
ザ
ー
カ
ー
ビ

ン
グ
」

現
在
開
催
中
。
１
月
９
日
㈮
午
後
３

時
ま
で
・
会
場
：
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
ス
ロ
ー
プ

●
行
事
へ
の
ご
参
加
に
は
、
高
校
生

～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
300
円
が

必
要
で
す
。

●
開
館
時
間　

平
日
…
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分
、
土
・
日
・
祝

日
は
…
午
前
７
時
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

●
臨
時
開
館
し
ま
す

29
日
、
31
日
、
１
月
１
日
～
３
日

午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
た
だ
し
、

元
旦
は
午
前
７
時
～
午
後
５
時
）

第55回
鳥取県勤労者美術展
会期　14日（日）～21日（日）
会場　米子市美術館
部門　写真・洋画・日本画・
　　　書道　
■主催・問い合わせ
　㈶鳥取県労働者福祉協議会
　（☎０８５７－２７－４１８８）



◆
特
別
企
画
展
「
潜
水
艦
長　

山や
ま
だ田 

薫か
お
る

の
戦
地
記
録
」

真
珠
湾
攻
撃
に
伊
16
号
潜
水
艦
長
と
し

て
参
加
し
た
山
田
薫
の
資
料
を
展
示
。

▼
会
期　

28
日
㈰
ま
で

▼
観
覧
料　

一
般
300（
250
）円
、高
校
・

大
学
生
200
円 

※（ 

）内
は
前
売
り
、

15
人
以
上
の
団
体
料
金
。70
歳
以
上
、

障
が
い
の
あ
る
方
（
介
護
者
１
人
含

む
）、
中
学
生
以
下
無
料

◆
特
別
企
画
展
関
連
事
業　

講
演
会

「
潜
水
艦
の
く
ら
し
」

６
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30
分
・
会

場
：
市
役
所
旧
庁
舎
１
階
601
号
室

◆
第
５
回　

ぐ
る
っ
と
３
館
め
ぐ
り

山
陰
歴
史
館
・
福
市
考
古
資
料
館
・

淀
江
歴
史
民
俗
資
料
館
の
３
館
を
バ

ス
で
め
ぐ
り
、
学
芸
員
が
館
内
展
示

物
を
紹
介
す
る
ほ
か
了
春
寺
、
石
州

府
古
墳
群
を
訪
問
し
ま
す
。

13
日
㈯
午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時

30
分
、
集
合
・
解
散
場
所
：
山
陰
歴

史
館
、参
加
費
1,000
円
（
小
学
生
500
円
、

未
就
学
児
無
料
）、
定
員
20
人

※
申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
山
陰

歴
史
館
ま
で
。

●
今
月
の
休
館
日
　
23
日
を
除
く
毎

週
火
曜
日
、
24
日
、
年
末
年
始
休
館

は
29
日
～
１
月
３
日

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
企
画
展

　
「
実
り
の
神
々
を
求
め
て
」

鳥
や
鹿
に
豊
作
の
願
い
を
こ
め
た
弥

生
人
の
祭
り
の
様
子
を
紹
介
。

▼
会
期　

３
日
㈬
～
23
日
㈫
㈷

●
今
月
の
休
館
日　

23
日
を
除
く
毎

週
火
曜
日
、
24
日
、
年
末
年
始
休
館

は
29
日
～
１
月
３
日

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
つ
つ
じ
読
書
会

12
月
６
日
㈯
午
後
２
時
・
特
設
文
庫

室
・
尾お

が
た形　

勇い
さ
む

ほ
か
共
編
（
講
談
社
）

「
中
国
の
歴
史
⑿
日
本
に
と
っ
て
中

国
と
は
何
か
」〔
第
３
・
４
章
〕

◆
お
は
な
し
会

毎
週
木
曜
日
、
19
日
㈮

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◆
第
２
回
小
・
中
学
校
社
会
科
研
究

発
表
会
（
伯
耆
文
化
研
究
会
）

７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
・
大
会
議
室

◆
古
文
書
研
究
会

13
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
・
大
会
議

室
・「
家
老
日
記
か
ら
農
村
支
配
の

し
く
み
を
読
む
」（
第
１
回
）・
講
師

…
中な

か　
　

宏こ
う

さ
ん

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援「
特
許
情
報
相
談
会
」

24
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
・
特
設
文
庫
室
・
要
事
前
申
込

◆
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

４
日
㈭
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30

分
・
大
会
議
室
・
原
則
事
前
申
込
み

「
確
定
申
告
の
仕
方
と
税
金
」 ・
講
師

…
鳥
取
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門 

記
帳
指
導
推
進
官 

中な
か
だ
し
ん
じ

田
真
司
さ
ん

◆
環
日
本
海
連
続
講
座
〔
第
２
回
〕

20
日
㈯
午
後
２
時
・
大
会
議
室

「
都
市
下
層
」
か
ら
見
た
ソ
ウ
ル
―

土
幕
村
か
ら
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
村
ま
で

―
・
講
師
…
関
西
学
院
大
学
教
授 

島し
ま
む
ら
た
か
の
り

村
恭
則
さ
ん

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、

28
日
（
図
書
整
理
）、
年
末
年
始
休

館
は
29
日
～
１
月
３
日

◆
米
子
市
美
術
館
常
設
展
Ⅲ
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ア
ル
バ
ム
―
家
族
の
情
景
―
」

所
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
家
族
を
題
材

に
制
作
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
を
展
示
。
作
品
に
込
め
ら

れ
た
家
族
へ
の
思
い
、
そ
の
暖
か
な

ま
な
ざ
し
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
会
期　

23
日
㈫
㈷
ま
で

　
［
水
曜
日
休
館
］

有

料

広

告

▼
観
覧
料　

一
般
＝
310
（
260
）
円
、

高
校
・
大
学
生
＝
150（
100
）円  

※（　
）

内
は
15
人
以
上
の
団
体
料
金

※
中
学
生
以
下
の
方
、
70
歳
以
上
の

方
、
障
が
い
の
あ
る
方
（
介
護
者
１

人
含
む
）、米
子
市
美
術
館
後
援
会
々

員
の
方
は
無
料

◆
関
連
事
業
：
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク

13
日
㈯
午
後
２
時
～

◆
米
子
市
美
術
館
・
展
示
室
利
用
の

ご
案
内

平
成
21
年
度
（
平
成
21
年
４
月
～
平

成
22
年
３
月
）
の
展
示
室
利
用
の
受

付
け
を
行
な
い
ま
す
。
利
用
可
能
期

間
を
ご
確
認
の
上
、
お
申
込
み
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
・
場
所　

12
月
15
日
㈪
午

前
10
時
～
10
時
15
分
・
第
１
展
示
室

※
申
込
期
間
が
重
複
し
た
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
受

付
時
間
後
の
利
用
申
込
は
先
着
順
と

な
り
ま
す
。                         

※
展
示
室
貸
出
し
期
間
は
12
月
８
日

㈪
か
ら
美
術
館
事
務
室
前
に
て
掲
示

し
ま
す
。

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、

28
日
、25
日
～
28
日（
展
示
替
作
業
）、

年
末
年
始
休
館
は
29
日
～
１
月
３
日



新米子の文化財
石
い し

　馬
う ま

　　国指定重要文化財　
　大山山麓から産出される角

かく せ ん せ き

閃石安山岩の一石から全体を削りだして作られた石造物です。前脚を欠損してい
ますが、体長約150㎝、高さ約90㎝になります。飾り馬の特徴がよくとらえられています。一部に赤色顔

がんりょう

料が残っ
ており、元々は全体が赤く塗られていたものと考えられます。
　この石馬は、江戸時代の記録によると、寺

てら う ち

内村（現在の淀江町福
岡上

かみ よ ど

淀地区）の南西、現在「石
いし う ま だ に

馬谷古墳」と呼ぶ古墳（全長 61m、
前方後円墳、6世紀終り頃築造）の裾に「石馬大

だいみょうじん

明神」として祀
まつ

ら
れていたことがわかります。このことから本来は埴輪と同様、古墳
に立て並べられていたものと考えられます。その後、明治時代には
同村の天

あめのかみがき

神垣神社境内に移されていました。
　古墳に石造物を置く例は福岡県の岩

い わ と や ま

戸山古墳をはじめ九州北部に
数例見られますが、九州以外では唯一のものです。淀江付近で制作
されたと考えられますが、古墳時代の九州との関係を示す重要な資料です。
　今年10月には、淀江歴史民俗資料館から再び天神垣神社境内の収蔵庫に移され、神社で管理されています。
観覧には事前の申し込みが必要です。
米子市循環バス（どんぐりコロコロバス）「民俗資料館前」下車徒歩３分。

■問い合わせ　淀江歴史民俗資料館（☎５６－３３１６）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　2000 年の鳥取県西部地震の後に、米子水鳥公園周辺の彦名干拓地の護岸が改修されました。このとき、今までのコン

クリートの護岸が、堤の外側に大きな石を並べた捨石護岸になりました。

　新たに作られた護岸は、通常の捨石護岸よりも優れていて、捨石の浅瀬が沖合 10 メートルぐらいに張り出すように作

られています。経費は余分にかかったかもしれませんが、低潮位のときには石の頭が顔を見せ、時には鳥たちも休むよう

になりました。

　護岸をこのような構造にすると、魚が岩の隙間に住むことができたり、

植物の生育できる砂が堆積したりするようになります。最初はきれいに

石が並べてあるだけでしたが、最近、うれしいことに気がつきました。

この捨石に、まだ 3-5cm 程ですがイワガキがつくようになったのです。

今までの護岸ではあまり見ることのできなかった様子です。

　このように貝類がつくと、水をこしてきれいにしてくれます。そのた

めでしょうか、最近は、以前に比べ岸辺の水が澄んでいるように見えます。

さらには、ここにアオサやジュズモなどの海藻が生えるようになり、魚

が時々つついているのを見るようになりました。ほんの少しですが、生

態系が回復しているようです。

　中海は汽水であることから、昭和の中期まではカキが養殖されたそうです。また、水鳥公園の土中からは、過去の中海

で生育したカキの殻が見つかることがあります。しかも、その大きさは 15cm を超える巨大なものです。現在は、まだ

5cm 程度のカキたちですが、豊かな中海が少しずつ戻ってくる気がしました。

水鳥公園指導員　神谷　要

米子市の人口と世帯数　平成20年11月 1 日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,519人 ( ＋61人)　男性 71,464人 ( ＋53人)　女性 79,055人 ( ＋8人)　世帯数 62,056世帯 ( ＋69世帯)

水鳥公園からのたより

イワガキ
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